参加者個票記載例

事例①
１ 対象者概要
	性別
	●

	参加時年齢
	●●歳

	地域移行前の
生活場所
	●●

	入所年月日
	令和●年●月●日（入所期間　●年）※自宅の場合は記入不要

	体験期間
	●泊●日

	障害種別（状況）
	身体障害（下肢２級、車いす使用、室内の伝い歩き可）
知的障害（Ｂ）

	持病等
	高血圧、気管支喘息
高血圧の薬服用（１日１回）、体調悪化時に吸入器を使用

	障害支援区分
	４

	家族の状況
	母（特養入所）、姉

	その他参考事項
	成年後見利用（保佐人：姉）


　
２　体験までの経緯
	日にち
	内容

	●月●日
	施設訪問。施設職員からグループホームを希望している方がいるとの情報提供あり。本人との面談設定を依頼。

	
	施設で本人と面談。体験事業を説明し、参加したいとの意向を確認。

	
	姉に架電。本人の意向を説明し、事業案内を郵送することを伝える。

	
	姉に架電。事業内容を説明し、了解を得る。

	
	施設で本人と面談。本人の障害特性、体験中の希望を把握し、どのような体験内容が適切か検討する。

	
	本人と施設職員がグループホームを見学。参加申込書を受理。

	
	所内で体験事業計画会議を開催。

	
	施設訪問し、サビ管に日程案を示す。その後本人と面談し、日程案の了承を得る。

	
	施設と体験日の最終調整。●月●日から２泊３日で決定。






３　主な体験内容
	項目
	内　　容

	食事
	材料の買い出し、調理、食後の片づけ、皿洗い

	入浴
	衣服の用意、着脱、体を洗う、入浴

	服薬管理
	薬の保管、適切な回数、タイミングでの服用

	家事
	掃除、洗濯、ゴミ出し等

	外出
	公共交通機関等による通院、外食、余暇活動

	就労
	就労継続支援Ｂ型で軽作業体験

	講話
	地域の障害者や地域移行者の体験談を聞く



４　 主なスケジュール
	
	１日目
	２日目
	３日目

	8:00
	



	朝食、身支度

●●事業所見学、体験
	朝食、身支度

先輩利用者と団らん
●●で昼食購入

	12:00
	
●●で集合
居室で荷ほどき、休憩

●●で夕食の買い物

	バスで●●へ（昼食）

●●で書籍購入、ＤＶＤレンタル
バスで帰宅
	昼食

●●で解散

	18:00
	調理、夕食、片付け
入浴
先輩利用者と団らん
就寝
	調理、夕食、片付け
入浴
ＤＶＤ鑑賞
就寝
	


（外出・見学先）
	余暇支援
	買い物（スーパー、コンビニ）、ＤＶＤレンタル、外食

	交通機関等
	バス（２回）

	通所施設
	●●事業所（就労継続支援Ｂ型）







４　支援員等による体験中の工夫
	・家事全般において、最初の２日間は一から丁寧に教え、３日目から、本人だけでやってもらって、見守りだけにした。
・自分は何がしたいか決めることに慣れていないため、考えてもらう時間を積極的にとった。
・御家族（姉）と連絡を密にとり、状況報告や時にはアドバイスをいただいた。



５ 体験中のトラブルとその対応
	・夜中、一人でトイレに行く際、転倒する場面があった。支援員がすぐ駆けつけて対応したが、今後は慣れるまで、見守る必要がある。
・・・・・



６ 体験直後の感想
	本人
	楽しかった。また、グループホームに行けるといいな。
・・・・
・・・・

	体験事業
支援員
	一人で過ごす時間に慣れていないため、もう少し体験する期間を延ばして、慣れてもらう必要があると感じた。グループホームの他の利用者とは良好な関係を築いていた。バリアフリーであれば、24時間支援体制ではないグループホームでも十分生活していけると思う。



７　体験後の状況
	日にち
	内容

	●月●日
	体験終了

	
	その後の課題や進捗状況を確認するため、施設へ訪問し、本人、職員との面談を行った。まだ、地域移行に対して、本人は不安を感じており、やりたいこともあるようなので、再度、体験をする方向で合意を得た。

	
	施設と調整し、体験を●月●日から２泊３日で決定

	
	体験開始。前回とほぼ同様の内容で実施。

	
	体験終了。グループホームがだいぶ馴染んできた様子。

	
	本人、姉との面談をして、グループホームで生活する意向を確認。入居を申し込む。

	
	グループホーム入居。



※　項目は、必要に応じて変更することができる。
